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Changes 3 6 9 12 18 24
Regression･apparently 1 1 1 1 1 2
complete
RegrbeuStSilPni｡:a,fekted 2 3 3 5 5 4
Stationary 3 3 2 2 2 1
Progression 2 2 2 001
Total 8 9 8 8 8 8









ⅠⅠⅠ. サルコイ ドー ジスの治療薬剤
サルコイ ド-ジスの治療を 目的 と して用 い
られた薬剤を歴史的にみると表 6に示す様 に
VitaminD にはじまり免疫抑制剤 に至 る主な
ものは七種類である4'｡ これらの薬剤の用いら
れた根拠は二つに大別される｡即ち,














































































































監視 しつつ出来 るだけ長期間 (1-2ケ月)






























3,に闇 して も Imuran等の免疫抑制剤が無効
である事実,或いは図2に示す様に,ステロイ
ド剤投 与后の血清免疫 グロブ リンの減少と本刑









昭和42年 6月サル コイ ド-ジス外来の開設と
共に本格的にスター トした私共のサル コイ ド-
ジス研究は,昨年の京人結核胸部疾患研究所講
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